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火災と救急	 （8月）
火災 4件
救急 502件

豊川市消防署管内の発生件数

人口と世帯	 （9月1日現在）
総数 181,523人（＋59人）
男 90,335人（＋44人）
女      91,188人（＋15人）
世帯 65,331世帯（＋51世帯）

（　）内は前月比

犯罪発生状況［窃盗］	 （8月）
総数 159件（1,157件）
住宅侵入 14件 （123件）
自動車関係 27件 （217件）
自転車･オートバイ 67件 （350件）
その他 51件 （467件）
市内の発生件数。（　）内は1月からの累計。豊川警察署調べ

表
紙
写
真
紹
介

◦
里
山
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
10
月
撮
影

　
　
　
　
　
　
　
　

大
森
健
三
さ
ん
（
上
長
山
町
）

　この道は、今日もいつものように、
いつもの人が通り過ぎて行きました。
里山もいつも通り、ゆっくりと秋色を
深めてきました。

毎日 10 回、市のイベント情報や制度などを中心に放送してい
ます。詳しい放送時間については、CCNｅｔの番組表、または
ホームページをご覧ください。

毎週金曜日午後0時15分から25分まで（再放送：午後７時00分
から10分まで）、市のイベント情報やお知らせなどを紹介して
います。
※番組内容は変更する場合があります。

10月後半の番組
21日 ごみ分別強化月間、コミュニティバス運行開始
28日 本宮まつり

１ 土
２ 日 豊川市長選挙投票日（7:00〜各投票所）
３ 月
４ 火
５ 水
６ 木 登記・法律無料相談（10:00〜市役所）
７ 金

８ 土 市民呈茶（10:00〜地域文化広場心々庵）
英語スピーチコンテスト（12:30〜勤労福祉会館）

９ 日
こざかい葵まつり（9:00〜小坂井支所周辺）
市民月例茶会（10:00〜地域文化広場）
大名行列（赤坂町八幡社）

10 月 スポーツフェスティバル2010（9:00〜市内体育施設）
体育の日

11 火 保育園入園説明会始まる（14日まで各保育園ほか）
12 水
13 木
14 金
15 土 市民呈茶（10:00〜地域文化広場心々庵）
16 日 豊川市伝統芸能交流事業（12:30〜赤坂町八幡社）
17 月
18 火
19 水
20 木
21 金
22 土 小中学校作品展（23日まで赤塚山公園・プリオホール）
23 日 いなり楽市（10:00〜豊川駅周辺）
24 月
25 火
26 水
27 木
28 金
29 土
30 日
31 月

10月 市民カレンダー ［10月１日〜31日］

No.1617
2011 10.1

広報「とよかわ」10月1日号は、
10月中旬から下旬の催しものなどを
お知らせしています。
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楽しもう とよかわスタイルの生涯学習

とよかわオープンカレッジの
トビラを開こう

　市では、自分の得意なことや専門的な知識などを教えた
い方が講師となり、それを学びたい方が受講生として学ぶ、

「とよかわオープンカレッジ」を開催しています。このと
よかわオープンカレッジは、各種講座の企画や準備、運営
管理などを市民が主体となって積極的に、楽しみながら行
うことが大きな特徴です。
　今回の特集では、開講から３年目を迎え、市民の共に学
び、共に楽しむ学びの場となっているとよかわオープンカ
レッジを取り上げ、その魅力を紹介します。
　詳しいことは、生涯学習課（88 － 8035）へ、お問い合
わせください。
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よ
う
こ
そ 

市
民
で
つ
く
る
学
び
の
場
へ

　

市
で
は
、
か
つ
て
市
民
の
学
習
活
動

を
支
援
す
る
た
め
に
、
著
名
人
や
ス
ポ

ー
ツ
選
手
な
ど
を
講
師
と
し
た
「
市
民

大
学
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
受
講
者

数
が
低
下
す
る
な
ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
と

の
格
差
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
生

涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
を
進
め
た

気
軽
に
参
加
で
き
、生
涯
学
習
を 

始
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す

　

と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、

「
学
び
た
い
」
市
民
の
生
涯
学
習
の
き

っ
か
け
と
な
る
学
習
の
場
と
し
て
、
ま

た
、「
教
え
た
い
」
市
民
の
思
い
を
か

な
え
る
自
己
実
現
の
場
と
し
て
の
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
十
月
の
第
一
期
は
講

座
数
十
七
、
受
講
生
二
百
十
九
人
で
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
順
調
に
増
加

し
、平
成
二
十
三
年
十
月
の
五
期
で
は
、

講
座
数
？
？
講
座
、
受
講
生
？
？
？
？

人
と
な
り
、
多
く
の
市
民
が
学
び
の
場

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、

半
年
ご
と
に
市
民
か
ら
講
師
や
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、気
軽
に
、

と
よ
か
わ
ス
タ
イ
ル
の 

生
涯
学
習
が
誕
生

娘と楽しく、プリザーブドフラワーを
学びました

楽しく学ぶ

　以前から興味があったプリザーブドフラワー（加
工切花）の講座に娘と一緒に参加しました。月に
１回の講座はちょうどいいペースだと思いましたし、
内容も充実していました。また、受講料も気軽に参
加できる金額だと思います。講座では、毎回、一つ
の作品を作りました。
楽しく学んだことが、
作品として形になる
ことが、この講座の
魅力だと思います。
　これからもいろい
ろな講座に参加して、
楽しみながら、学び
たいです。

プリザーブドフラワー（初級） 受講者

兵藤　梨江子さん

結
果
、
平
成
二
十
一
年
六
月
に
「
と
よ

か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。

多
く
の
市
民
が

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
利
用

い
ろ
い
ろ
な
講
座
に
気
軽
に
、楽
し
く
参
加
で
き
る
と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
。

と
よ
か
わ
ス
タ
イ
ル
の
生
涯
学
習
で
、
共
に
学
び
、
共
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

短
期
間
で
興
味
の
あ
る
講
座
に
参
加
で

き
ま
す
。
内
容
も
初
心
者
向
け
の
も
の

が
多
く
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
、
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー
、
料
理
、
音
楽
、
語
学
、

健
康
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
な
ど
、
趣
味
や

教
養
の
幅
を
広
め
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。

　

講
座
は
、
原
則
十
人
以
上
の
申
し
込

み
が
あ
れ
ば
開
講
さ
れ
、
半
年
間
で

五
回
ま
た
は
十
回
の
講
座
が
開
か
れ
ま

す
。
受
講
料
が
一
回
当
た
り
五
百
円
と

い
う
の
も
人
気
の
理
由
で
す
。
ま
た
、

平
日
の
夜
間
や
土
・
日
曜
日
に
開
講
す

る
講
座
も
あ
り
ま
す
。
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共
に
学
び
、共
に
楽
し
む 

生
涯
学
習
を
目
指
し
て

　

多
く
の
市
民
が
、
と
よ
か
わ
オ
ー
プ

ン
カ
レ
ッ
ジ
に
講
師
や
受
講
生
と
し
て

参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
主
体

の
生
涯
学
習
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
受
講
生
の
作
品
を
市

講
師
と
し
て
教
え
る
こ
と
も 

学
び
の
一
つ
で
あ
る

　

と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、

教
え
る
こ
と
も
学
び
の
一
つ
で
あ
る
と

い
う
考
え
に
立
ち
、
市
民
か
ら
講
師
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
設
立
当
初
は
、
講

師
の
確
保
に
心
配
を
し
ま
し
た
が
、
本

年
度
の
後
期
講
座
で
は
、
約
九
十
人
の

講
師
が
講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
講
師
と
い
う
生
涯

大好きなＮゲージを
受講生と一緒に製作しています

好きなことを教える

　長年、N ゲージ（鉄道模型）を木と紙で製作して
きました。その技術を生かしながら、N ゲージ好き
が集まって楽しめたらいいなあと思い、この講座を
企画し、講師として教えています。
　講座には、いろいろな技術や知識を持った方が参
加しているので、わ
たしも含め、新しい
発見の場になってい
ます。また、地域や
会社などとは違い、
趣味を思いっきり楽
しむ仲間づくりがで
きることも大きな魅
力だと思います。

Ｎゲージ車両製作・走行会 講師

磯部　和昌さん

とよかわオープンカレッジ
講師募集
　平成24年前期（５月開講分）の新規講師募集が
11月15日（火）から、始まります。歴史、文学、語学、
料理、健康体操など、講師として教えてみません
か。
　詳しいことは、生涯学習課へお問い合わせくだ
さい。または、とよかわオープンカレッジのホー
ムページをご覧ください。

とよかわオープンカレッジ 検 索

も
っ
て
自
分
を
た
い
せ
つ
に
生
き
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
方
の
生
き
が

い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
生
き
が
い
を

も
っ
た
人
々
の
集
ま
り
は
、
ま
ち
に
活

気
を
も
た
ら
す
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
共
に
学
び
、
共
に
楽
し
む
こ

と
を
た
い
せ
つ
に
し
な
が
ら
、
こ
の
と

よ
か
わ
ス
タ
イ
ル
の
生
涯
学
習
の
輪
が

広
が
り
、
い
つ
の
日
か
、
と
よ
か
わ
オ

ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
受
講
さ
れ
た
市
民

が
、
今
度
は
講
師
と
し
て
関
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
学
び
の
サ
イ
ク
ル
が

で
き
れ
ば
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
あ
、
と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
の
ト
ビ
ラ
を
開
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

学
習
の
人
材
の
発
掘
が
で
き
て
い
る
こ

と
も
、
と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

の
大
き
な
成
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
の
公
共
施
設
や

金
融
機
関
な
ど
で

展
示
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、

身
近
な
生
涯
学
習

の
成
果
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

と
よ
か
わ
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

は
、
市
民
が
自
主

的
、
積
極
的
な
参

加
で
運
営
し
て
い

る
こ
と
が
大
き
な

特
徴
で
す
。
そ
こ

に
は
、
市
民
が
自

ら
学
び
、向
上
し
、

共
に
学
ぶ
楽
し
さ

を
味
わ
う
こ
と
へ

の
充
実
感
が
あ
り

ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
基

本
は
、
充
実
感
を

1茶道（表千家）2Nゲージ車両製作・
走行会3市内金融機関で開催されたj
受講生作品展1

2

3
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豊
川
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設権

利
や
財
産
を
守
る 

成
年
後
見
制
度

判
断
能
力
の
状
態
に
応
じ 

そ
の
方
に
合
っ
た
制
度
が
適
応

10月３日（月） 
豊川市成年後見支援センター業務開始

成年後見制度をご存知ですか

　わたしたちは、日用品などを買う場合、使いみちなどを考えながら必要な
品物を購入します。また、自動車や不動産など高額な買い物をする場合、そ
の条件や内容、支払い方法などをしっかり考えた上で、相手と契約をします。
このように日常生活の中で、わたしたちはさまざまな判断や決定をしながら
暮らしています。
　もし、病気や障害などによって、物事をしっかり考え、判断することがで
きなくなったらどうなるのでしょうか。
　今回の特集では、そのような時の支えとなる「成年後見制度」と、10 月３
日（月）から社会福祉協議会が業務を開始する「豊川市成年後見支援センター」
について紹介します。
　詳しいことは、介護高齢課（89 － 2173）へ、お問い合わせください。

　
「
離
れ
て
暮
ら
す
父
が
悪
質
商
法
の

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
。」
近
年
、

こ
の
よ
う
な
事
件
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
増
加
す
る

認
知
症
を
は
じ
め
、
精
神
障
害
、
知
的

障
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
物
事
を
判

断
す
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
方
や
そ

の
家
族
が
増
え
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

認
知
症
の
方
な
ど
は
、
以
前
は
自
分
で

で
き
て
い
た
預
金
な
ど
の
財
産
管
理

や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
日
常
的
な
契

約
に
難
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
自
分
に
と
っ
て
不
利
益
だ

と
判
断
で
き
ず
、
悪
質
商
法
の
被
害
に

遭
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
「
成
年
後
見
制
度
」
は
、
認
知
症
や

障
害
な
ど
の
理
由
で
物
事
の
判
断
が
難

し
い
と
感
じ
る
方
の
権
利
や
財
産
を
、

「
成
年
後
見
人
」
と
呼
ば
れ
る
援
助
者

が
守
り
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
支
え
る
制
度
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
不

十
分
に
な
る
前
に
あ
ら
か
じ
め
契
約
に

よ
っ
て
後
見
人
を
定
め
て
お
く
任
意
後

見
制
度
と
、
判
断
能
力
が
す
で
に
不
十

分
な
方
へ
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
成
年

後
見
人
な
ど
の
援
助
者
を
選
ぶ
法
定
後

見
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

法
定
後
見
制
度
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
判
断
能
力
の
状
態
に
応
じ
、「
後

見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
三
つ
に
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
成
年
後
見

人
な
ど
に
は
、
制
度
の
中
で
権
限
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の

一
般
的
な
手
続
き

申
立

審
判
の
確
定

審
判

審
理

申
立
書
、診
断
書
、戸
籍
謄

本
な
ど
を
家
庭
裁
判
所
へ

提
出
。申
立
手
数
料
、登
記

手
数
料
、郵
送
代
、状
況
に

応
じ
て
鑑
定
料
が
必
要

本
人
な
ど
の
陳
述
聴
取
、

成
年
後
見
人
候
補
者
の
適

格
性
調
査

成
年
後
見
人
の
選
任
、成

年
後
見
登
記

申
立
か
ら
後
見
開
始
ま
で

は
四
カ
月
ほ
ど
の
期
間
が

必
要

（
後
見
の
開
始
）
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成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

支
援
が
始
ま
り
ま
す

　

市
で
は
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
増

加
す
る
認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
権
利

や
財
産
を
保
護
す
る
た
め
に
成
年
後
見

制
度
に
よ
る
支
援
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
「
豊

川
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
、
10
月
３
日
（
月
）
か
ら
支
援
業

務
を
開
始
し
ま
す
。

　

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成

年
後
見
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
事
業
や
各
種
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。
日
常
の
判
断
能
力
な
ど
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
、
家
族
や
周
囲
の

将来、認知症に
なったときの
ことが心配。

介護サービスを
利用したいが契
約内容がよく理
解できない。お
金の管理にも自
信がない。

親が認知症のた
め、悪質商法の被
害に遭ってしま
った。今後が心配。

自分たちがい
なくなったら、
知的障害のあ
る子どものこ
とが心配。

　わたしは、高齢者などが今以上に安心し
て暮らしていける社会になることを願って、
今回、この成年後見支援センターの設立に
関わってきました。
　成年後見人にはできることと、できない
ことがあり、いわゆる「万能薬」ではあり
ません。また、成年後見制度を利用すると
権利の制限などの「副作用」も生じてきま
す。しかし、超高齢社会を迎えるこれから
の時代、この成年後見制度は必要不可欠な
制度であると考えます。

これからの時代、
成年後見制度が不可欠です。

成年後見支援センター
設立準備委員会
委員長・熊田　均弁護士

方
の
判
断
能
力
に
疑
問
を
お
持
ち
の
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

十
五
分
ま
で
。
年
末
年
始
と
祝
日
は
除

き
ま
す

住
所　

諏
訪
三
の
二
四
二
（
ウ
ィ
ズ
豊

川
内
）

電
話　

八
三
局
六
三
七
七
番

業
務
内
容

①
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
や
手

続
き
、
申
立
て
の
支
援

②
親
族
後
見
人
へ
の
支
援

③
成
年
後
見
制
度
の
普
及
・
啓
発
活
動

④
後
見
人
候
補
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
方

を
対
象
に
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
基

づ
き
、
成
年
後
見
人
の
業
務
を
実
施

インタビュー

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
方
を 

成
年
後
見
人
が
支
援

　

成
年
後
見
人
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
財

産
の
管
理
を
し
た
り
、
必
要
に
応
じ
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
施
設
入
所
な

ど
の
契
約
を
代
わ
り
に
締
結
し
た
り
し

ま
す
。
な
お
、
成
年
後
見
人
の
仕
事
の

中
に
は
、
食
事
の
世
話
や
介
護
な
ど
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

成
年
後
見
人
の
詳
し
い
業
務
内
容
に

つ
い
て
は
、
左
図
の
と
お
り
で
す
。

高齢者 中年夫婦

成年後見制度により
財産や権利などの管理を
成年後見人に任せる

成年後見人

①本人の財産の状況を明らかにするた
　めに財産目録を作成
②本人の意向に沿った暮らし方や支援
　内容を考える。また、今後の財産管理
　や介護などの計画を立案
③財産の管理。収入や支出を記録
④必要に応じて、介護サービスの利用
　や施設入所などの契約を締結
⑤家庭裁判所に成年後見人として行っ
　た仕事を報告

成年後見人の業務
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旧
東
海
道
の
宿
場
町
で
あ
る
御
油
町

の
御
油
神
社
で
、
伝
統
行
事
の
御
油
夏

ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
で
は
、
神み

輿こ
し

は
神
社
を
出

発
後
町
内
を
巡
っ
て
一
泊
し
、
翌
日
、

ま
た
町
内
を
巡
っ
て
神
社
に
戻
り
ま

す
。
夜
道
を
た
い
ま
つ
の
明
か
り
に
守

ら
れ
な
が
ら
戻
る
姿
は
と
て
も
勇
壮
で

す
。
六
地
区
か
ら
の
山
車
や
巫み

女こ

車
も

町
内
を
巡
り
、
御
油
橋
を
渡
る
山
車
の

華
や
か
な
動
き
を
多
く
の
観
客
が
夏
空

の
下
で
眺
め
て
い
ま
し
た
。

を
行
い
、
そ
の
後
、
被
爆
体
験
者
の
石

原
千
代
子
さ
ん
が
講
演
を
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
黙
と
う
の
後
、
議
長
の

式
辞
、
市
長
の
平
和
宣
言
、
献
花
な
ど

を
行
い
、
参
列
者
は
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
豊
川
海
軍
工
廠
の
被
爆
の

歴
史
と
平
和
の
尊
さ
を
次
代
へ
引
き
継

ぐ
た
め
に
、
文
化
会
館
で
平
和
祈
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
前
に
、
音
羽
中
学
校
の
生
徒

が
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
合
唱
と
朗
読

 27日 ７日

戦
没
者
へ
哀
悼
の
誠
を
表
し

世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う
平
和
祈
念
式
典
を
開
催

 ７日
旧
東
海
道
御
油
宿
の

夏
ま
つ
り

夏
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る 

豊
川
手
筒
ま
つ
り

　

第
二
十
四
回
豊
川
市
民
ま
つ
り
「
豊

川
手
筒
ま
つ
り
」
が
、
市
野
球
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興

を
願
う
花
火
や
募
金
箱
の
設
置
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
市
民
お
ど
り
、
大

筒
の
練
り
込
み
に
続
き
、
市
内
十
二
連

区
に
よ
る
約
四
百
本
の
手
筒
煙
火
や
打

ち
上
げ
花
火
、
仕
掛
け
花
火
な
ど
が
あ

り
、
多
く
の
観
客
は
色
と
り
ど
り
の
花

火
の
競
演
を
楽
し
み
ま
し
た
。



月

　

市
で
は
、
東
三
河
演
劇
祭
企
画
作
品

と
し
て
、
豊
川
海
軍
工
廠
の
被
爆
を
テ

ー
マ
に
し
た
演
劇
「
残
さ
れ
た
夏
へ
」

を
文
化
会
館
で
上
演
し
ま
し
た
。
こ
の

作
品
で
は
、
学
徒
動
員
で
工
廠
に
配
属

さ
れ
た
八
人
の
女
学
生
を
中
心
に
、
戦

争
へ
の
思
い
、
家
族
や
仲
間
の
絆
、
将

来
へ
の
夢
や
不
安
な
ど
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。　

　

出
演
者
の
迫
真
の
演
技
に
会
場
内
は

は
静
ま
り
返
り
、
上
演
後
は
、
涙
を
浮

か
べ
た
多
く
の
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

� ー広報とよかわ

 ６日

工
廠
の
記
憶
を
伝
え
る

「
残
さ
れ
た
夏
へ
」

8
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食
育
に
関
す
る
活
動
を
通
し
て 

心
と
体
の
健
康
を
育
ん
で
い
ま
す

　

わ
た
し
た
ち
「
食
育
推
進
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
つ
き
の
会
」は
、

地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

食
育
に
関
す
る
活
動
を
通
し

て
、健
康
な「
人
づ
く
り
」と「
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

料
理
教
室
で
は
み
そ
作
り
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
、
コ
ン
ニ
ャ

ク
作
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
し

て
、
有
機
農
法
で
栽
培
し
た
旬

の
野
菜
を
使
っ
た
地
産
地
消
を

　

具
体
的
な
活
動
内
容
は
、
毎

週
土
曜
日
の
午
前
中
に
開
催
し

て
い
る
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使

わ
な
い
安
心
野
菜
の
朝
市
、
食

と
健
康
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
、
料
理
教
室
の
開
催
、
土

づ
く
り
を
基
本
と
す
る
有
機
野

菜
を
育
て
る
家
庭
菜
園
勉
強
会

　

食
生
活
の
あ

り
方
、
食
に
関

す
る
知
識
や
食

を
選
択
す
る
力

を
習
得
し
、
豊

か
な
人
間
性
を

育
み
、
心
と
体

の
健
康
を
育
ん

で
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
食

育
を
テ
ー
マ
に

活
動
し
て
い
ま

す
。

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
「
葉
っ
ぱ
の
ソ
ー
セ

ー
ジ
作
り
」
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
作
る
楽
し
さ
と
お
い

し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

団体名：食育推進ネットワークさつきの会
代表者：工藤和子
ＴＥＬ：86－2524（鈴木）

　

わ
た
し
は
今
ま
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
や
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
経
験
し
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
多

く
の
人
と
接
し
て
い
つ
も
感
じ

る
こ
と
は
、「
や
っ
て
あ
げ
る
、

や
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
関
係

で
な
く
、
お
互
い
に
「
で
き
る

こ
と
を
認
め
合
い
、
補
う
」
こ

と
の
た
い
せ
つ
さ
で
す
。

　

今
、
わ
た
し
が
活
動
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
つ
は
点

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
点
訳

サ
ー
ク
ル「
あ
め
ん
ぼ
う
の
会
」

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
視
覚
障

害
者
の
方
々
の「
あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
に
や
り
が
い
を
感
じ
、

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
町
内
会
の
サ
ロ

ン
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
。
わ
た
し
の
住
む
地
域
は

以
前
は
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
強
い
地
域
で
し
た
が
、
最

近
で
は
老
人
会
が
解
散
し
、
人

が
集
ま
る
機
会
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
自

身
の
老
後
の
た
め
に
も
、
仲
間

が
集
え
る
場
所
づ
く
り
が
何
よ

り
た
い
せ
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
は
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る

高
齢
者
の
方
の
笑
顔
や
生
き
生

き
と
し
た
表
情
に
元
気
を
も
ら

い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
趣
味
の
健
康

体
操
や
畑
仕
事
を
し
な
が
ら
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
た
い
せ
つ
に
し
て

活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

わ
た
し
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す

とよかわ健康づくり計画「健幸家族」

谷川町
白井俊子さん
（58歳）
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竹村和哉さん（21歳）

　

わ
た
し
は
、
小
学
三
年
生
の
こ
ろ
か
ら
十

年
以
上
、
日
本
舞
踊
を
習
っ
て
い
ま
す
。
き

っ
か
け
は
、
祖
母
が
日
本
舞
踊
の
師
範
で
あ

っ
た
た
め
で
す
が
、
現
在
は
わ
た
し
も
名
取

に
な
り
ま
し
た
。

　

勉
強
と
日
舞
の
両
立
は
大
変
で
す
が
、
日

舞
の
け
い
こ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ

て
、
よ
い
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
な
り
ま
す
。

今
後
も
大
会
な
ど
に
参
加
し
て
、
地
域
に
密

着
し
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　４月に引っ越して来まし
た。見掛けたら「なっちゃ
ん。」と声を掛けてくださ
いね。
　将来はサーファーかな？

夏
なつ

ちゃん
平成22年11月１日生まれ
齋藤健・恭子さんの長女

　ボクは雨の日がお気に入
り。ポンチョを着て、長靴
を履いて、水たまりをチャ
プチャプチャプ。たのしい
な。

琉
りゅうせい

星くん
平成21年５月21日生まれ
松井基充・美鈴さんの長男

ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
で
ケ
ン
ケ
ン

や
馬
と
び
な
ど
の
練
習
を
し
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ギ
ネ
ス
の
時
に
記

録
を
競
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ

で
、
県
の
体
力
づ
く
り
優
良
校

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

御
津
南
部
小
は
、
自
然
と
元

気
が
い
っ
ぱ
い
の
学
校
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
御
津
南
部
小
学

校
の
三
つ
の
自
慢
を
紹
介
し
ま

す
。
一
つ
目
は
、「
自
然
」
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
す
。
校

庭
に
は
、
木
が
た
く
さ
ん
植

わ
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。

百
五
十
年
以
上
も
生
き
て
い
る

ケ
ヤ
キ
が
あ
り
、
ケ
ヤ
キ
ン
グ

と
名
づ
け
、
た
い
せ
つ
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ダ
カ
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
住
ん
で

い
る
南
部
川
も
流
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
ペ
ア
活
動
」

で
す
。
こ
れ
は
、
高
学
年
と
低

学
年
が
ペ
ア
に
な
り
、
毎
週
火

曜
日
の
朝
の
放
課
に
遊
ぶ
活
動

で
す
。
そ
の
た
め
、
違
う
学
年

の
子
と
も
仲
良
く
な
れ
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ

ギ
ネ
ス
」
で
す
。
昼
放
課
の
チ 御津南部小学校

スクールリポーター
６年４組
佐羽尾真依さん

自
然
と
元
気
が
い
っ
ぱ
い
の
学
校
で 

み
ん
な
仲
良
く
学
ん
で
い
ま
す
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市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、
11
月
12
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
、
御
津
文
化

会
館
で
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
で
は
、
市
内

の
小
・
中
学
生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
ジ

ェ
ン
ダ
ー
標
語
や
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
活
性
課
（
89

局
２
１
６
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
表
彰
式

時
間　

午
後
１
時
30
分
か
ら
１
時
45
分

ま
で

内
容　

市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に

募
集
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
標
語
、
習
字
、

ポ
ス
タ
ー
の
最
優
秀
賞
受
賞
者
の
表
彰

■
男
女
共
同
参
画
講
演
会

時
間　

午
後
１
時
45
分
か
ら
３
時
15
分

ま
で

講
師
・
内
容　

作
家
・
室
井
佑
月
さ
ん

に
よ
る
「
自
分
ら
し
い
子
育
て
」
と
題

自
立
と
支
え
合
い
の
男
女
共
同
参
画
を
目
指
し

室井佑月さん

ま
で
使
え
ま
す
。
切
り
替
え
時
に
特
別

永
住
者
証
明
書
に
変
わ
り
ま
す
の
で
、

市
民
課
（
本
庁
舎
１
階
）
で
交
付
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

永
住
者
は
、
改
正
後
３
年
以
内
に
入

国
管
理
局
で
在
留
カ
ー
ド
へ
の
切
り
替

え
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
以
外
の
方
は
、
改
正
後
の
在
留

期
間
更
新
時
ま
た
は
在
留
資
格
変
更
時

に
、
入
国
管
理
局
で
在
留
カ
ー
ド
に
切

り
替
わ
り
ま
す
。

②
市
へ
の
届
出
内
容
が
変
わ
り
ま
す

　

住
所
変
更
し
た
場
合
と
世
帯
の
状
況

が
変
わ
っ
た
場
合
、
市
へ
の
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
転
出
す
る

際
は
転
出
届
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
外
国
籍
の
方
に
も
住
民
票
が
作
成
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

観
光
な
ど
短
期
滞
在
者
な
ど
を
除

き
、
適
法
に
３
カ
月
を
超
え
て
滞
在
す

る
外
国
籍
の
方
お
よ
び
、
永
住
者
・
特

別
永
住
者
で
住
所
を
有
す
る
方
は
、
住

民
票
を
作
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
改
正
法
施
行
日
に
在
留
資
格

が
な
い
場
合
は
、
在
留
カ
ー
ド
発
行
お

よ
び
住
民
票
作
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

　

外
国
籍
の
方
の
利
便
性
の
向
上
や
事

務
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
入
管
法
等

改
正
法
と
同
時
に
平
成
24
年
７
月
ご
ろ

に
、「
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
る
予
定
で

す
。
こ
の
改
正
に
伴
い
、
外
国
人
登
録

法
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
改
正
に
よ
る
主

な
変
更
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
（
89
局

２
１
３
６
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

①
外
国
人
登
録
証
明
書
が
在
留
カ
ー
ド

に
変
わ
り
ま
す

　

特
別
永
住
者
が
現
在
お
持
ち
の
外
国

人
登
録
証
明
書
は
、
切
り
替
え
確
認
日

配
布
。
た
だ
し
、
11
月
１
日
（
火
）
以

降
は
生
活
活
性
課
だ
け
で
配
布

そ
の
他　

託
児
（
１
歳
以
上
の
未
就
学

児
10
人
ま
で
。
お
や
つ
代
と
し
て
１
人

に
つ
き
１
０
０
円
が
必
要
）
が
あ
り
ま

す
。
11
月
４
日
（
金
）
ま
で
、
先
着
順

に
受
け
付
け
。
直
接
、
生
活
活
性
課
へ

し
た
講
演

対
象　

市
内
に
在
住
、在
勤
、

ま
た
は
在
学
の
方

定
員　

４
０
０
人

参
加
費　

無
料

整
理
券　

10
月
11
日
（
火
）

か
ら
、
生
活
活
性
課
（
北
庁

舎
２
階
）、地
域
振
興
課
（
一

宮
庁
舎
１
階
）、音
羽
・
御
津
・

小
坂
井
支
所
で
、
先
着
順
に

外
国
籍
の
方
へ

入
管
法
・
住
民
基
本
台
帳
法
が

変
わ
り
ま
す
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小
中
学
校
作
品
展
を
、
10
月
22
日

（
土
）・
23
日
（
日
）
に
赤
塚
山
公
園
と

プ
リ
オ
ホ
ー
ル
（
プ
リ
オ
ビ
ル
５
階
）

で
開
催
し
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
（
23
日
は
午
後
４
時
）

ま
で
（
22
日
が
雨
天
の
場
合
、
23
日
は

午
前
10
時
か
ら
）
で
す
。

　

会
場
に
は
、
全
36
校
の
子
ど
も
た
ち

が
つ
く
っ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
学
校
教
育
課
（
88

局
８
０
３
３
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
赤
塚
山
公
園
会
場

●
子
ど
も
造
形
広
場

テ
ー
マ　

色
も
は
ず
む 

形
も
は
ず
む 

心
も
は
ず
む

内
容　

い
ろ
い
ろ
な
材
料
を
使
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
想
像
力
を
生
か
し
て
つ

く
っ
た
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
東

部
・
金
屋
・
中
部
・
音
羽
・
小
坂
井
ブ

ロ
ッ
ク
に
は
奇
数
学
年
の
作
品
（
中
学

３
年
生
を
除
く
）
を
、
南
部
・
代
田
・

西
部
・
一
宮
・
御
津
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
偶

数
学
年
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。ま
た
、

恒
例
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
い
ま
す

●
若
草
の
子
ら
展

テ
ー
マ　

創
ろ
う 

ぼ
く
ら
の
世
界

内
容　

特
別
支
援
学
級
の
子
ど
も
た
ち

の
作
品
を
会
場
に
展
示
し
、
夢
の
世
界

を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
が
つ
く
っ
た
作
品
や
収
穫
物
な
ど

の
販
売
も
行
い
ま
す

■
プ
リ
オ
ホ
ー
ル
会
場

●
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
展

テ
ー
マ　

創
り
出
す
楽
し
さ

内
容　

市
内
の
中
学
生
た
ち
が
技
術
・

家
庭
科
の
授
業
に
個
々
の
ア
イ
デ
ア
を

生
か
し
て
製
作
し
た
学
年
代
表
の
作
品

を
展
示
し
ま
す

●
小
学
校
家
庭
科
展

テ
ー
マ　

く
ら
し
に
楽
し
さ
を

内
容　

市
内
の
小
学
生
た
ち
が
「
家
庭

の
一
員
と
し
て
の
自
分
」
を
見
つ
め
、

生
活
に
役
立
つ
も
の
を
創
意
工
夫
し
た

10
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

小
中
学
校
作
品
展
を
開
催

学
年
代
表
の
作
品
を
展
示
し
ま
す

申
し
込
み　

10
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
け

付
け（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）。「
豊

川
市
回
覧
板
広
告
掲
載
申
込
書
」
お
よ

び「
同
意
書
兼
市
税
滞
納
情
報
照
会
書
」

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
署

名
押
印
し
た
も
の
に
広
告
原
稿
案
、
会

社
概
要
な
ど
を
添
付
し
て
、
直
接
、
生

活
活
性
課
（
北
庁
舎
２
階
）
へ

そ
の
他　

申
し
込
み
に
当
た
っ
て
は
、

豊
川
市
広
告
掲
載
要
綱
、
豊
川
市
広
告

掲
載
基
準
、
豊
川
市
回
覧
板
広
告
取
扱

要
領
、
豊
川
市
回
覧
板
広
告
募
集
要
項

（
い
ず
れ
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
の
内
容
を
順
守
す

る
こ
と

　

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と
地
域

経
済
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
町
内
会
で
使
用
す
る
回
覧
板
の
広

告
事
業
主
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
活
性
課
（
89

局
２
１
６
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

掲
載
場
所　

回
覧
板
裏
面
下
２
段

掲
載
枠
数　

４
枠

サ
イ
ズ　

縦
５
㌢
×
横
８
・
５
㌢

掲
載
冊
数　

１
万
１
千
冊

掲
載
料　

１
枠
２
万
５
千
円

　明治時代の農村舞台を今に残す「赤坂の舞
台」を会場に、金沢歌

か

舞
ぶ

伎
き

をはじめとする民
俗芸能の公演を行います。舞台、公演される
歌舞伎ともに、市の民俗文化財に指定されて
いる歴史的財産です。入場は無料です。
　当日は、「小屋がけ」と呼ばれる、竹と丸
太を用いてドーム状の屋根を形づくった特設
の客席でご覧になれます。
日時　10 月 16 日（日）午後０時 30 分開演
会場　赤坂の舞台（赤坂町八幡社内）。ただし、
荒天の場合は音羽文化ホール
申し込み　当日、会場へ
その他　車でお越しの際は、音羽支所駐車場
をご利用ください

生涯学習課☎88ー8035

豊川市伝統芸能交流事業
回
覧
板
の
広
告
事
業
主
を

募
集
し
ま
す
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市
民
名
画
鑑
賞
会

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

日
時　

10
月
19
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
▼
会
場　

小
坂
井
生
涯
学
習
会

館
集
会
室
▼
上
映
作
品　
「
銭
形
平
次
」

森
一
生
監
督
、
長
谷
川
一
夫
、
三
条
美

紀
ほ
か
出
演
▼
定
員　

50
人
▼
会
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

親
子
ふ
れ
あ
い
工
房 

身
近
な
モ
ノ
で
作
る 

ア
イ
デ
ア
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

豊
川
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー（
生
涯
学
習
課
内
）

☎
88
局
８
０
３
５
番

日
時　

10
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
▼
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
▼
内
容　

身
近
な
物
を
使
っ
て

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
グ
ッ
ズ
を
作
り
ま
す
▼

対
象　

小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

と
そ
の
保
護
者
▼
定
員　

15
組
（
１
組

２
人
ま
で
）
▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し

込
み　

10
月
６
日
（
木
）
午
前
８
時
30

分
か
ら
、
先
着
順
に
受
け
付
け
。
電
話

で
、
豊
川
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
へ

市
民
名
画
劇
場

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

期
日　

10
月
26
日
（
水
）
▼
時
間　

午

前
の
部
＝
10
時
か
ら
▽
午
後
の
部
＝
１

時
30
分
か
ら
▼
会
場　

ジ
オ
ス
ペ
ー
ス

館
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
上
映
作
品　
「
馬
」

山
本
嘉
次
郎
監
督
、
高
峰
秀
子
ほ
か
出

演
▼
定
員　

各
回
１
０
０
人
▼
会
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
解
説 

熊
森
さ
ん
の
観
望
日
記

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

　

ま
ち
な
か
で
の
星
空
の
楽
し
み
方

や
、
天
体
の
簡
単
な
撮
影
方
法
な
ど
を

解
説
し
ま
す
。

日
時　

11
月
３
日
（
木
）
午
後
５
時

30
分
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

ジ

オ
ス
ペ
ー
ス
館
▼
講
師　

熊
森
照
明
さ

ん
▼
定
員　

１
２
０
人
▼
入
場
料　

５
０
０
円
▼
前
売
券　

10
月
15
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
、
中
央
図
書
館
２

階
事
務
室
で
発
売

文
字
・
活
字
文
化
の
日
関
連
イ
ベ
ン
ト

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

　

10
月
27
日
の
「
文
字
・
活
字
文
化
の

日
」
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。

■
う
ち
読
ノ
ー
ト
配
布

　

10
月
22
日
（
土
）
に
、
家
で
の
読
書

の
推
進
を
図
る
「
う
ち
読
ノ
ー
ト
」
を

先
着
２
０
０
人
に
配
布
し
ま
す
。

■
図
書
館
ク
イ
ズ

　

10
月
22
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
、
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
と
し
た
、
４

つ
の
レ
ベ
ル
の
ク
イ
ズ
を
図
書
館
内
に

掲
示
し
ま
す
。
ク
イ
ズ
に
参
加
し
た
方

に
は
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

■
朗
読
会

日
時　

10
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
ま
で
▼
会
場　

ジ
オ
ス
ペ

ー
ス
館
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
内
容　

お
や

こ
お
は
な
し
の
会
が
、
小
泉
八
雲
「
耳

な
し
芳
一
」
や
新
美
南
吉
の
童
話
な
ど

を
朗
読
▼
定
員　

50
人
▼
会
費　

無
料

▼
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

図
書
館
の
催
し

◦会場：おはなしのへや
◦定員：100人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

◦会場：音羽生涯学習会館児童室
◦定員：30人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

音羽図書館
☎80–1355

◦会場：閲覧室
◦定員：30人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

御津図書館
☎56–3538

おはなしのとびら
10月13日（木）
午前10時30分〜11時
絵本の読み聞かせとパネルシアターなど

おはなしやさん
10月22日（土）
午後２時〜２時30分
絵本の読み聞かせと手遊びなど

はっぴーたいむ
10月16日（日）
午前11時〜11時45分
絵本の読み聞かせなど

おやこおはなしの会
10月15日（土）
午前10時30分〜11時
すばなしと絵本の読み聞かせなど

かみしばい会
10月16日（日）
午後２時〜３時
かみしばいの読み聞かせと手作り遊びなど

中央図書館
☎85–5536

10月13日㈭～16日㈰

Rainbow Reading
10月16日（日）
午前９時45分〜10時30分
英語の本の読み聞かせや英語の歌など



14 ー広報とよかわ

ょ
ラ
ン
ド
▼
内
容　

赤
塚
山
公
園
内
で

拾
っ
た
ド
ン
グ
リ
を
使
っ
て
、
ヒ
ツ
ジ

と
ロ
バ
の
置
物
を
作
成
▼
対
象　

小
学

４
年
生
以
上
▼
定
員　

15
人
▼
参
加
費

　

無
料
▼
申
し
込
み　

は
が
き
に
①
郵

便
番
号
・
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話

番
号―

を
記
入
の
上
、
赤
塚
山
公
園

（
〒
442―

０
８
６
２
市
田
町
東
堤
上
１

の
30
）
へ
。
１
人
１
通
だ
け
有
効
。
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
89
局
８
８
９
２
番
）
で
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
10
月
16
日
（
日
）
午
後
３
時
か
ら
、

ぎ
ょ
ぎ
ょ
ラ
ン
ド
創
造
の
部
屋
で
公
開

抽
選
を
実
施
▼
応
募
期
限　

10
月
15
日

（
土
）
＝
必
着

施
設
め
ぐ
り

秘
書
課
☎
89
局
２
１
２
１
番

日
時　

10
月
27
日
（
木
）
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
▼
集
合
場
所　

市
役
所
▼
見
学
施
設　

御
油
の
松
並
木

資
料
館
▽
音
羽
文
化
ホ
ー
ル
▽
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

市
内
に
在
住
の

個
人
、
ま
た
は
５
人
以
下
の
グ
ル
ー
プ

（
未
就
学
児
の
同
行
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。）
▼
定
員　

30
人
▼
会
費　

無
料

（
昼
食
代
と
し
て
５
０
０
円
が
別
に
必

要
）
▼
申
し
込
み　

10
月
３
日
か
ら
17

日
ま
で
受
け
付
け
。
電
話
で
、
秘
書
課

へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
フ
ェ
ア
を
開
催

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

期
間　

10
月
１
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で

（
休
館
日
を
除
く
）
▼
会
場　

中
央
図

書
館
▼
内
容　

一
般
書
・
児
童
書
の
中

か
ら
中
学
生
・
高
校
生
に
お
す
す
め
の

図
書
を
選
び
、
マ
ン
ガ
コ
ー
ナ
ー
へ
集

め
、
コ
メ
ン
ト
付
き
で
紹
介
し
ま
す

光
と
色
の
も
の
が
た
り 

～
宮
沢
賢
治
の
色
と
光
の
サ
イ
エ
ン
ス
～

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

　

光
る
石
と
オ
ー
ロ
ラ
で
宮
沢
賢
治
の

世
界
を
表
現
し
た
、
光
と
色
の
サ
イ
エ

ン
ス
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
時　

10
月
15
日
（
土
）
午
後
５
時

か
ら
▼
会
場　

ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
館
▼
講

師　

生
命
の
海
科
学
館
学
芸
員
・
山
中

敦
子
さ
ん
ほ
か
▼
定
員　

１
０
０
人
▼

入
場
料　

無
料
▼
整
理
券　

10
月
１
日

（
土
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
、
中
央
図

書
館
２
階
事
務
室
で
、
先
着
順
に
配
布

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
講
習
会

公
園
緑
地
課
☎
89
局
２
１
７
６
番

　

冬
を
彩
る
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

の
作
り
方
を
、
初
歩
か
ら
学
び
、
作
り

ま
す
。

日
時　

10
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
▼
会
場　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
対

秋
の
里
山
で
身
近
な
生
き
物
を
探
そ
う

環
境
課
☎
89
局
２
１
４
１
番

　

赤
塚
山
や
大
和
の
大
イ
チ
ョ
ウ
な
ど

を
散
策
し
、
秋
の
里
山
や
里
地
に
生
息

す
る
、身
近
な
生
き
物
を
観
察
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
12
日
（
土
）
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で
▼
対
象　

市
内
に
在
住
、

ま
た
は
在
勤
の
小
学
生
以
上
（
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
▼
定
員　

25
人
▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

10
月
11
日
（
火
）
か
ら
、
先
着
順
に
受

け
付
け
。
電
話
で
、
環
境
課
へ

県
営
東
三
河
ふ
る
さ
と
公
園

自
然
観
察
会

東
三
河
ふ
る
さ
と
公
園
管
理
事
務
所

☎
87
局
９
３
０
１
番

　

10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
日
程
で
す
。

象　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
方

▼
定
員　

20
人
▼
参
加
費　

無
料
▼
持

ち
物　

ゴ
ム
手
袋
、花
切
り
用
は
さ
み
、

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
▼
申
し
込
み　

10
月

期　日 テーマ 持ち物

10 月 16 日（日）渡りをする蝶アサギ
マダラを観察しよう 筆記用具、タモ

11 月 20 日（日）実りの森で秋を探そ
う 筆記用具、軍手

12 月 18 日（日）冬に耐える植物を観
察しよう

筆記用具、軍手、
防寒服

期
日
・
テ
ー
マ
・

持
ち
物　

下
表

の
と
お
り
▼
時

間　

午
前
９
時

30
分
か
ら
11
時

30
分
ま
で
▼
集

合
場
所　

東
三

河
ふ
る
さ
と
公

園
管
理
棟
前
▼

参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

11
日（
火
）

か
ら
、
先

着
順
に
受

け
付
け
。

直
接
、
ま

た
は
電
話

で
、
公
園

緑
地
課
へ

秋
の
手
取
山
公
園　

      　

「
学
び
の
森
」
を
歩
い
て
み
よ
う

公
園
緑
地
課
☎
89
局
２
１
７
６
番

日
時　

10
月
29
日
（
土
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
（
雨
天
中
止
）
▼
集
合
場

所　

手
取
山
公
園
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場

▼
内
容　

手
取
山
公
園
「
学
び
の
森
」

で
樹
木
や
落
ち
葉
な
ど
の
観
察
、
植
樹

▼
対
象　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤

の
方
▼
定
員　

30
人
▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み　

10
月
11
日
（
火
）
か
ら
、

先
着
順
に
受
け
付
け
。
直
接
、
ま
た
は

電
話
で
、
公
園
緑
地
課
へ

ど
ん
ぐ
り
動
物
園

赤
塚
山
公
園
☎
89
局
８
８
９
１
番

日
時　

10
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
ま
で
▼
会
場　

ぎ
ょ
ぎ
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私
立
幼
稚
園
親
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｉ
Ｎ 

T
O
Y
O
K
A
W
A

私
立
幼
稚
園
協
会（
花
井
幼
稚
園
内
）

☎
86
局
４
４
１
６
番

　

入
園
前
の
子
ど
も
か
ら
幼
稚
園
児
ま

で
と
そ
の
保
護
者
が
対
象
で
す
。

日
時　

10
月
25
日
（
火
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
▼
会
場　

総
合
体
育

館
▼
内
容　

ゲ
ー
ム
、
遊
び
、
手
作
り

コ
ー
ナ
ー
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
▼
参

加
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

当
日
、
会

場
へ
▼
そ
の
他　

駐
車
場
は
自
由
広
場

と
諏
訪
公
共
駐
車
場
（
有
料
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
会
場
で
諏
訪
公
共
駐
車

場
の
３
時
間
分
の
駐
車
券
を
発
行
し
ま

すフ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

説
明
会
・
講
習
会
を
開
催

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

☎
86
局
５
０
４
０
番

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
で
は
、
援
助
会
員
（
子
育
て
の
援
助

を
し
た
い
人
）
と
依
頼
会
員
（
子
育
て

の
援
助
を
受
け
た
い
人
）
の
登
録
の
た

め
の
説
明
会
と
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

日
時　

11
月
５
日
（
土
）
午
後
１
時
か

ら
４
時
15
分
ま
で
▼
会
場　

市
催
事
場

（
プ
リ
オ
ビ
ル
５
階
）
▼
対
象　

援
助

会
員
＝
市
内
に
在
住
し
、
自
宅
で
子
ど

も
を
預
か
れ
る
方
（
年
齢
・
性
別
・
資

格
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
）
▽
依
頼
会
員

＝
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学

の
方
▽
両
方
会
員
＝
援
助
・
依
頼
を
兼

ね
る
方
▼
申
し
込
み　

10
月
31
日（
月
）

ま
で
受
け
付
け
。
電
話
で
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
▼
そ
の

他　

依
頼
会
員
は
説
明
会
だ
け
で
す
。

援
助
会
員
は
説
明
会
と
講
習
会
の
終
了

後
に
会
員
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。
会

場
で
は
託
児
も
あ
り
ま
す

東
三
河
・
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

建
築
課
☎
89
局
２
１
１
７
番

　

12
月
３
日
（
土
）
に
人
に
や
さ
し
い

街
づ
く
り
に
関
す
る
講
座
と
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
講
座

時
間　

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
０
時

30
分
ま
で
▼
テ
ー
マ　

災
害
時
、
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
と
は
▼
定
員　

50
人

■
セ
ミ
ナ
ー

時
間　

午
後
２
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
テ
ー
マ　

災
害
に
備
え
る
、
人
ま
ち

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
で
き
る
こ
と
▼
定
員

　

１
０
０
人

共
通
事
項

会
場　

市
催
事
場（
プ
リ
オ
ビ
ル
５
階
）

▼
受
講
料　

無
料
▼
申
し
込
み　

先
着

順
に
受
け
付
け
。
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
89
局
２
１
７
１
番
）
で
、
建
築
課

へひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

豊
川
保
健
所
☎
86
局
３
６
２
６
番

日
時　

11
月
10
日
（
木
）・
24
日
（
木
）、

12
月
９
日
（
金
）
で
全
３
回
。
午
後
１

時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

ウ
ィ
ズ
豊
川
▼
対
象　

ひ
き
こ
も
り
者

の
家
族
や
不
登
校
児
童
の
家
族
な
ど
▼

定
員　

30
人
▼
申
し
込
み　

電
話
、
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
89
局
６
７
５
８
番
）
で
、

豊
川
保
健
所
へ

65
歳
こ
れ
か
ら
講
座

介
護
高
齢
課
☎
89
局
２
１
７
３
番

期
日
・
内
容　

左
表
の
と
お
り
▼
時
間

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

▼
会
場　

勤
労
福
祉
会
館
▼
対
象　

市

内
に
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
代
▼
定
員

　

30
人
▼
受
講
料　

無
料
▼
申
し
込
み

介
護
者
交
流
会

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
88
局
８
０
０
５
番

　

介
護
者
同
士
で
話
を
し
な
が
ら
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

期
日
・
会
場　

左
表
の
と
お
り
▼
時
間

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で
▼
対

象　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方
▼
申

し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
な
ど
を
募
集 

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
だ
！ 

い
な
り
楽
市
」
を
開
催

い
な
り
楽
市
実
行
委
員
会

☎
０
９
０―

４
１
９
３―

０
４
４
１

　

今
回
は
、収
穫
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、

街
中
を
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
雰
囲
気
に
飾

り
ま
す
。

日
時　

10
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
（
雨
天
中
止
）
▼
会

場　

豊
川
駅
周
辺
▼
募
集
数　

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
＝
50
店
▽「
い
な
り
楽
市
」

の
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝
若
干
人

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
料　

１
ブ

ー
ス
１
千
円
（
当
日
集
金
）
▼
申
し
込

み　

電
話
で
、
い
な
り
楽
市
実
行
委
員

会
へ
（
午
後
４
時
か
ら
８
時
ま
で
）

期　

日

会　

場

10
月
17
日（
月
）
勤
労
福
祉
会
館

11
月
15
日（
火
）
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

12
月
13
日（
火
）
勤
労
福
祉
会
館

期　日 内　容

第１回 10 月 27 日 介護保険の歴史・現
状、体力テスト１

第２回 11 月 10 日 介護の実態と課題、
体力テスト２

第３回 11 月 17 日 体力テストの意味、
介護予防の自己点検

第４回 11 月 24 日 体力向上のポイント、
介護予防の実践

※いずれも木曜日

　

先
着
順

に
受
け
付

け
。
電
話

で
、
介
護

高
齢
課
へ

▼
そ
の
他

　

運
動
が

で
き
る
服

装
で
参
加
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ユ
ニ
ホ
ッ
ク
を
楽
し
も
う

市
民
体
育
課
☎
88
局
８
０
３
６
番

日
時　

10
月
７
日
か
ら
28
日
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
で
全
４
回
。
午
後
７
時
か
ら

９
時
ま
で
▼
会
場　

農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
▼
参
加
費　

２
０
０
円

（
初
回
参
加
時
に
集
金
）
▼
持
ち
物　

屋
内
シ
ュ
ー
ズ
▼
申
し
込
み　

当
日
、

会
場
へ
▼
そ
の
他　

運
動
の
で
き
る
服

装
で
参
加

市
民
空
道
体
験
教
室

豊
川
市
空
道
協
会（
古
川
）

☎
０
９
０

－
３
４
４
２

－

３
３
２
９

　

市
内
に
在
住
、ま
た
は
在
勤
の
方
が
、

空
道
の
基
本
を
体
験
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
３
日
（
木
）
午
後
２
時
か

ら
３
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

武
道
館
▼

対
象
・
定
員　

親
子
体
験
ク
ラ
ス
＝
３

歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
と

第８回豊川童謡祭り
　大人から子どもまで参加して、元気で楽しい演奏をお届けします。
日時　10 月 29 日（土）午後１時開演 ▼会場　文化会館大ホール ▼入場料　無料 ▼問合せ先　ふるさと童謡の会（84 － 9171 
渡辺）

そ
の
保
護
者
＝
10
組
▽
一
般
体
験
ク
ラ

ス
＝
中
学
生
以
上
＝
10
人
▼
参
加
費　

無
料
▼
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
▼

申
し
込
み　

直
接
、
ま
た
は
電
話
で
、

武
道
館
（
84
局
５
７
５
７
番
）
へ
▼
そ

の
他　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

収
納
課
☎
89
局
２
１
６
２
番

　

市
で
は
、
滞
納
処
分
に
よ
り
差
し
押

さ
え
た
土
地
を
入
札
に
よ
り
公
売
し
ま

す
。

場
所
・
地
目
・
面
積　

古
宿
町
＝
宅

地
等
＝
２
５
１
・
43
平
方
㍍
▼
入
札
日

時　

11
月
10
日
（
木
）
午
後
２
時
か

ら
▼
入
札
会
場　

市
役
所
本
31
会
議

室
（
本
庁
舎
３
階
）
▼
最
低
入
札
価
格

　

９
０
０
万
円
▼
公
売
保
証
金　

90
万

円
▼
そ
の
他　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
公
売
日
ま
で

に
滞
納
市
税
な
ど
が
納
付
さ
れ
た
場
合

は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す

と
よ
か
わ
応
援
基
金
へ
の
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

企
画
政
策
課
☎
89
局
２
１
２
６
番

　

昨
年
度
の
、
と
よ
か
わ
応
援
基
金
へ

の
寄
附
は
20
件
で
、
２
千
４
０
０
万
円

を
超
え
る
寄
附
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
寄
附
者
の
ご
意
向
に
沿
い
、
ご

み
対
策
、
福
祉
、
病
院
整
備
、
観
光
振

興
、
市
民
活
動
な
ど
に
関
す
る
事
業
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

宝
く
じ
の
助
成
金
を
受
け
て 

市
民
館
な
ど
に
備
品
を
整
備

生
活
活
性
課
☎
89
局
２
１
６
５
番

　

市
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
を
行
っ
て
い
る
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
か
ら
宝
く
じ
の
助
成
金
を
受
け
て
、

平
尾
・
下
郷
・
麻
生
田
・
三
蔵
子
地
区

市
民
館
に
、
エ
ア
コ
ン
や
テ
レ
ビ
、
コ

募集住宅　赤代・野口・八幡・西豊・曙・第二曙・睦美
住宅（一般・３ＤＫ）＝各１戸 ▽平尾・千両住宅（一般・
３ＤＫ）＝各２戸 ▽蔵子住宅（一般・３ＤＫ）＝３戸 ▽

野口・八幡・東数谷原住宅（一般・４ＤＫ）＝各１戸 ▽

平尾住宅（一般・４ＤＫ）＝２戸 ▼入居予定　平成 23
年 12 月１日（木）から ▼入居資格　①市内に在住、ま
たは在勤の方②現に同居し、または同居しようとする親
族があること③現に住宅に困っていることが明らかなこ
と④公営住宅法施行令に定める収入基準に適合している
こと（原則、月額所得が 158,000 円以下）⑤市税などの
滞納がないこと⑥４ＤＫ住宅は５人家族以上、または
60 歳以上の方を含む４人家族であること⑦入居予定者
が暴力団員でないこと ▼申し込み　10 月７日から 21 日
までの執務時間中に受け付け。所定の申込書に記入の上、
建築課（北庁舎３階）へ。申込書は建築課にあります（市
ホームページからもダウンロードできます） ▼その他　
10 月 26 日（水）午前 10 時から、市役所本 31 会議室（本
庁舎３階）で公開抽選をし、仮当選者を決定。後日、本
審査を行います。落選者への通知はありませんので、電
話で建築課へ、お問い合わせください

建築課☎89ー2144
市営住宅の入居者を募集します

ピ
ー
機
な

ど
の
備
品

を
整
備
し

ま
し
た
。

地
区
市
民

館
を
ご
利

用
の
際
に

は
、
ご
活

用
く
だ
さ

い
。



2011.10. １ー 17

就
職
サ
ポ
ー
ト
フ
ェ
ア
in
豊
川

商
工
観
光
課
☎
89
局
２
１
４
０
番

　

市
で
は
、
40
歳
未
満
の
方
の
早
期
就

職
を
支
援
す
る
た
め
、
参
加
費
無
料
の

就
職
サ
ポ
ー
ト
フ
ェ
ア
in
豊
川
を
勤
労

福
祉
会
館
で
、
左
表
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

な
お
、
予
約
に
つ
い
て
は
、
が
ま
ご

お
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
67
局
３
２
０
１
番
）
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
に
ご
協
力
を

中
京
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
相
談
窓
口

☎
０
１
２
０―

１
０
１―

７
１
１

　

県
で
は
、
皆
さ
ん
が
鉄
道
・
バ
ス
・

自
動
車
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て

い
る
か
を
調
べ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

な
ど
に
活
用
す
る
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ

プ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
時
期
は

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
無

作
為
に
選
ん
だ
家
庭
に
調
査
票
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

行
政
相
談
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
民
相
談
室
☎
89
局
２
１
０
４
番

　

行
政
相
談
は
、
国
や
特
殊
法
人
な
ど

の
仕
事
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
お
聞

き
し
、
そ
の
解
決
の
促
進
と
行
政
運
営

の
改
善
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
を
周
知
す
る
た
め
に
、

今
年
は
10
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
を

「
行
政
相
談
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相

談
委
員
に
よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
て

お
り
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら

４
時
ま
で
、
市
民
相
談
室
（
北
庁
舎
４

階
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
偶
数

月
の
第
４
木
曜
日
）、
音
羽
支
所
（
偶

数
月
の
第
４
火
曜
日
）、
御
津
生
涯
学

習
会
館
（
奇
数
月
の
第
３
木
曜
日
）
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
写
真
募
集

議
会
事
務
局
☎
89
局
２
１
５
０
番

　

豊
川
の
風
景
、家
族
と
の
触
れ
合
い
、

お
祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
「
議
会
だ
よ

り
」
の
表
紙
を
飾
る
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら

選
考
し
、
掲
載
し
ま
す
。

応
募
規
定　

①
市
内
で
撮
影
し
た
カ
ラ

ー
ま
た
は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
（
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
可
）
で
未
発
表
の
も
の
②
サ

イ
ズ
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
場
合
は
フ
ァ
イ

ル
サ
イ
ズ
２
Ｍ
Ｂ
以
上
で
Ｃ
Ｄ
な
ど
に

保
存
し
た
デ
ー
タ
、
フ
ィ
ル
ム
の
場
合

は
Ｌ
判
以
上
に
プ
リ
ン
ト
し
た
写
真
と

フ
ィ
ル
ム
を
合
わ
せ
て
提
出
の
こ
と
▼

応
募
方
法　

作
品
に
①
題
名
②
撮
影

場
所
③
撮
影
日
④
住
所
⑤
氏
名
⑥
電

話
番
号―
を
記
入
の
上
、
直
接
、
ま

た
は
郵
送
で
、
議
会
事
務
局
（
〒
442―

８
６
０
１
諏
訪
１
の
１
）
へ
▼
そ
の
他

　

掲
載
時
に
作
品
名
と
撮
影
者
名
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

寄
附
・
寄
贈 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秘
書
課
☎
89
局
２
１
２
０
番

物
品　

豊
橋
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
＝
絵

本
▽
豊
川
商
工
会
議
所
＝
芝
刈
り
機
▽

共
栄
社
＝
芝
刈
り
機
▽
山
本
須
美
雄
＝

彫
刻
▼
現
金　

ジ
ッ
プ
ド
ラ
ッ
グ
▽
ユ

ニ
ー
▽
イ
オ
ン
豊
川
店
（
敬
称
略
）

　音羽・御津図書館は、10 月 17
日から 21 日まで、蔵書点検作業
のため休館します。図書・雑誌・
紙芝居は、ブックポストで返却で
きます。なお、中央図書館は通常
どおり開館します。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理
解、ご協力をお願いします。

図書館の特別整理休館
10月17日～21日

期日 時間 催し 内容
10/７（金）
10/12（水）
10/19 （水）

13 ： 30
～

15 ： 30

ワークショップ
①・②・③（全３回）

（予約制）

①＝コミュニケーション講座
②＝履歴書の書き方とポイントなど
③＝面接対策など

10/26（水）

10 ： 00

～

12 ： 00
キャリアセミナー

（予約制、当日参加可）
「誰でも簡単に書ける自己 PR の書
き方」と題したセミナー

13 ： 00

～

17 ： 00

合同企業説明会 県内に本社または事業所を有する
企業による説明会（20 社予定）

キャリアカウンセリング
（予約制）

キャリアカウンセラーによる就職
に関する個別相談

職業適性診断 自分の職業適性を診断し、職業選
択についてのアドバイスを行う

氏　名 住　所 電話番号

梅田　忠 豊川西町 86 － 6490
手嶋秋一 御津町 75 － 5406
鳥山智恵子 久保町 87 － 5677
小林忠司 橋尾町 93 － 3986
鈴木光春 篠束町 72 － 3922
白井敏晴 赤坂町 87 － 3920
鈴木正子 諏訪 84 － 0739

行政相談委員（敬称略）

中央図書館☎85ー5536
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転
入
届
は
、
豊
川
市
内
に

転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内

に
届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
現
在
、
夜
間
ま
た

は
休
日
で
の
受
け
付
け
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
平
日
に
、

本
人
、
世
帯
主
、
ま
た
は
同

居
の
親
族
の
い
ず
れ
か
が
届

け
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
代
理
人
に
よ
る

届
け
出
が
で
き
ま
す
。
そ
の

際
に
は
、
委
任
状
と
代
理
人

の
本
人
確
認
資
料
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
委
任

状
の
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
転
出
届
に
つ
い
て

は
郵
送
で
手
続
き
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
転
出
届
、

本
人
確
認
資
料
の
コ
ピ
ー
、

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
、
印
鑑
登
録
証
（
登
録
者

だ
け
）
を
同
封
の
上
、
市
民

課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

（
89
局
２
１
３
６
番
）

ご意見やご要望はこちらへ

お問い合わせ◎秘書課（89‐2121）

平
日
に
転
入
届
を
提
出
で
き

な
い
場
合
、
ど
う
し
た
ら
い

い
で
す
か

◦「市民何でも意見箱」
　市役所、一宮・音羽・御津・小坂井支所、

プリオ窓口センターに設置
◦「市民何でも意見メールボックス」
　市ホームページのトップページから

11月の無料市民相談 お気軽にお越しください。
市民相談室（市役所北庁舎４階）☎89－2104
市民よろず相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
行政よろず相談（電話相談可） 10・17・24日 13：00～16：00
人権よろず相談（電話相談可）毎週月曜日 13：00～16：00
若者就職相談（予約制）

（予約は☎89－2140） 11日 13：00～16：00
消費生活センター（市役所北庁舎４階）☎89－2238
消費生活相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
多重債務相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
弁護士による多重債務者
相談（予約制） 1日 　9：00～12：00
プリオ窓口センター市民相談室（プリオ５階）☎82－1305
法律相談（予約制）

（予約は☎89－2104） 毎週土曜日 13：00～16：00
女性悩みごと相談（電話相談可） 4・18日 10：00～15：00
登記相談 2・16日 13：00～16：00
測量相談 11日 13：00～16：00
建築相談 25日 13：00～16：00
労働相談 10日 13：00～16：00
発明考案相談 17日 10：00～12：00
不動産相談 17日 13：00～16：00
若者自立支援相談

（内容などの問い合わせは☎67－3201） 17日 13：00～16：00
健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 24日 13：00～16：00
音羽支所☎88－8000（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 22日 13：00～16：00
御津生涯学習会館☎76－4714（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
行政よろず相談 17日 13：00～16：00
小坂井生涯学習会館☎72－2165（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 15日 13：00～16：00
小坂井文化センター☎78－3586（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 24日 10：00～12：00
健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、消費生活センター☎89－2238）
消費生活相談（電話相談可） 11月はありません  9：30～15：30

音羽支所☎88－8000（内容などの問い合わせは、消費生活センター☎89－2238）
消費生活相談（電話相談可） 10日  9：30～15：30
御津生涯学習会館☎76－4714（内容などの問い合わせは、消費生活センター☎89－2238）
消費生活相談（電話相談可） 17日  9：30～15：30
小坂井支所☎78－2111（内容などの問い合わせは、消費生活センター☎89－2238）
消費生活相談（電話相談可） 24日  9：30～15：30
健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 9日 13：30～15：30
御津福祉保健センター☎77－1500（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 9日 13：30～15：30
小坂井生涯学習会館☎72－2165（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 15日 13：30～15：30
小坂井文化センター☎78－3586（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
心配ごと相談・知的障害者相談 24日 10：00～12：00
ウィズ豊川☎83－5211（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
内職相談 毎週金曜日 10：00～15：00
聴覚障害相談 8日 13：00～16：00
知的障害者相談 9日  9：00～14：30
障害者就労支援相談（予約制）

（予約は☎0532－69－1323） 10・26日 10：00～15：00
ふれあいセンター☎88－7270（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 9日 13：30～15：30
市役所子ども課（本庁舎１階）☎89－2133
ひとり親家庭相談 毎週月～金曜日 10：00～17：00
子育て支援センター（プリオ５階）☎89－1398・市内各保育園
乳幼児
子育て相談

子育て支援センター 毎週月～金曜日 10：00～18：00
各保育園 毎週火・木曜日 10：00～15：00

少年愛護センター（子育て支援センター内・プリオ５階）☎84－5756
家庭児童相談室（子育て支援センター内・プリオ５階）☎84－1329
児童・青少年相談 毎週月～金曜日 10：00～17：00
心理教育相談室「ゆずりは」（予約制）☎88－8033
心理教育相談（勤労福祉会館） 毎週月～金曜日 13：30～17：30
心理教育相談（音羽庁舎４階） 毎週月～木曜日 13：30～17：30
心理教育相談（小坂井庁舎２階）毎週火曜日 13：00～17：00



句
（
老
連
俳
句
部
）
＝
近
田
（
87
局

４
８
３
７
番
）
▽
俳
句
（
豊
川
俳
句

会
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ピ
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に
よ
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ア
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サ
ン
ブ
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◆
日
時 

12
月
18
日
（
日
）
午
後
４
時

開
演　

◆
会
場　

御
津
文
化
会
館
（
ハ
ー
ト
フ

ル
ホ
ー
ル
）

◆
出
演　

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ

◆
入
場
料　

一
般
＝
３
千
円
（
当
日
券

は
３
千
５
０
０
円
）
▽
高
校
生
以
下

＝
２
千
円（
当
日
券
２
千
５
０
０
円
）

（
全
席
指
定
。
未
就
学
児
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

◆
前
売
券　

10
月
16
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
御
津
文
化
会
館
、
桜
ヶ
丘
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ
ー
ル
、

■
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
作
品
を
募
集

　

芸
術
祭
に
先
立
ち
、
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
作
品
の
問
合
せ
先　

短
歌
＝

鈴
木
（
83
局
１
４
３
９
番
）
▽
俳

　
「
ふ
れ
あ
い
み
ん
な
の
芸
術
祭
」
を
、

左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
豊
川
文
化
協
会

（
89
局
７
０
８
２
番
）
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

豊
川
文
化
協
会

第
16
回
ふ
れ
あ
い
み
ん
な
の
芸
術
祭
を
開
催

◆
日
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12
月
4
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日
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時

開
演

◆
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坂
井
文
化
会
館
（
フ
ロ
イ

　

デ
ン
ホ
ー
ル
）

◆
出
演　

Ｃ
.
Ｕ
.
Ｇ
.
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
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入
場
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２
千
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（
当
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２
千
５
０
０
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）
▽
中
学
生
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当
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５
０
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円
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全
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未
就
学
児
の
入

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

◆
前
売
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月
９
日
（
日
）
午
前
９

　

時
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、
小
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文
化
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桜
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丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ
ー

ル
、
御
津
文
化
会
館
、
文
化
会
館
で

発
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◆
問
合
せ
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小
坂
井
文
化
会
館
（
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局
３
０
０
０
番
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文化振興課☎85ー3775
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会期　11 月 26 日から 12 月 25
日まで ▼ 会場　桜ヶ丘ミュー
ジアム ▼入場料　一般＝ 500
円（当日券は 800 円） ▽学生＝
無料 ▼前売券　10 月 7 日（金）
から、桜ヶ丘ミュージアムで発
売 ▼その他　無料の美術ワーク
ショップを開催します。

フ
ロ
イ
デ
ン 

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

催し 日　　時 会　　場 内　容　な　ど

作品展

10/22（土）～27（木）10：00～17：00
（最終日は16：00まで） 文化会館展示室

第22回作陶展（陶芸）

10/29（土）～11/3（木）10：00～16：00
（最終日は17：00まで） 木彫展・漢詩展・押し花展

10/25（火）～30（日）10：00～17：00 桜ヶ丘ミュージアム
展示室

（最終日は16：00まで）

一葉会展・第９回クロッキ
ー会素描展

11/１（火）～６日（日）10：00～17：00 第34回豊川日本画教室展・
つるし飾り「ひなクラブ」展

11/８（火）～13日（日）10：00～17：00 第35回燎原展
10/29（土）９：00～20：00 勤労福祉会館 市民総合華展10/30（日）９：00～16：00
11/３（木）10：00～17：00 文化会館ロビー 華展（嵯峨御流・薫風流）

文芸大会

10/29（土）･30（日）９：00～17：00 桜ヶ丘ミュージアム和室 狂俳（豊川狂俳会）
11/３（木）10：00～17：00 ウィズ豊川 俳句（老連俳句）
11/３（木）10：00～17：00 文化会館中会議室 俳句（豊川俳句会）
11/10（木）10：00～15：00 ウィズ豊川第２研修室 短歌（老連短歌）
11/13（日）11：00～15：00 桜ヶ丘ミュージアム会議室 川柳（川柳豊川やしの実会）

将棋大会 11/３（木）９：00～16：00 一宮生涯学習会館 秋の将棋大会

芸能大会 11/３（木）９：00～18：00 文化会館大ホール・
中ホール

音楽・三味線・民謡・大正琴・
尺八・詩吟・舞踊・日本舞踊・
洋舞踊・文化交流・郷土芸能・
歌謡・剣詩舞・歌舞伎舞踊

茶席 11/３（木）10：00～15：00 文化会館 一服300円

茶会 11/３（木）10：00～15：00 豊川閣 秋の市民茶会（一席500円）、表千家・
宗徧吉田流・煎茶薫風流・裏千家

音楽会 11/６（日）12：00～16：00 文化会館大ホール 第23回ほーほう音楽祭

展覧会 12/３（土）９：00～17：00
12/４（日）９：00～16：00 ゆうあいの里ロビー 盆栽展

舞踊 11/20（日）10：30開演 文化会館大ホール 第42回舞踊発表会

小
坂
井
文

化
会
館
、

文
化
会
館

で
発
売

◆
問
合
せ

先　

御
津

文
化
会

館
（
76
局

３
７
２
０

番
）



（10月16日～11月15日）
開催期日などは変更になる場合がありますので、あらかじめ電話でご確認ください。

桜ヶ丘ミュージアム☎85－3775／音羽文化ホール（ウィンディアホール）☎88－8010
御津文化会館（ハートフルホール）☎76－3720／小坂井文化会館（フロイデンホール）☎78－3000

催　し　物 日　　時 会　　場 内容・問合せ先
カマトラうお～く 春夏秋冬を歩く写真展 10月１日～31日 いっぷく亭 無料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
希望会第12回歌の祭典 10月16日９：20～ 文化会館中ホール 無料、豊川文化協会歌謡部（三木）☎85－0304
香墨会 水彩画 10月16日～31日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
豊川閣寺宝館 平成23年秋季宝物展 10月16日～11月23日 豊川閣寺宝館 有料、駒井琦「秋草白狐図」ほか、豊川閣寺宝館☎85－2030
全国和紙ちぎり絵 豊川サークル展 10月18日～23日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、鈴木☎86－3225
百碗展 10月18日～23日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、今泉☎84－5702
日本の城写真展 10月18日～23日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、長谷川☎83－1283
栃久保操岩魚を描く 絵画展 10月19日～30日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
吉井岳豪先生追悼 認可30周年吟道大会 10月23日９：00～ 文化会館中ホール 無料、豊川文化協会詩吟部（中村）☎84－3577
尊護鵬翔 書と陶器展 10月24日～30日 ギャラリー一滴 無料、ギャラリー一滴☎87－4530
フロイデン ノイエス コンツァート 
秋の夜ながを癒す 歌とピアノの響き 10月27日19：00～ 小坂井文化会館 500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付き）、

小坂井文化会館☎78－3000
南米のハープ アルパの夕べ 10月29日18：00～ いっぷく亭 2,000円、いっぷく亭（松山）☎84－0275
三河岳周会 創立50周年記念吟道大会 10月30日９：00～ 小坂井文化会館 無料、豊川文化協会詩吟部（渡辺）☎85－1459
豊川少年少女合唱団 第17回定期演奏会 10月30日14：00～ 音羽文化ホール 500円、豊川文化協会音楽部（高木）☎88－4785
第216回小学生以下例会「風の一座」10月30日17：30～ ゆうあいの里多目的ホール 会員無料、豊川おやこ文化の会（向出）☎86－6698
ティータイム音楽の会「秋深く」 10月31日18：30～ 明治珈琲館あらびか 1,000円、山本☎87－2774
子どもたちとガラス絵 11月１日～15日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880

市民呈茶（表千家） 11月５日・12日
10：00～ 茶室「心々庵」 一服300円、豊川文化協会☎89－7082

歌謡吟詠発表会 11月６日９：00～ 御津文化会館 無料、豊川文化協会詩吟部（藤本）☎85－6955
第34回楽歩写真クラブ写真展 11月８日～13日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、利根川☎0532－61－4729
第10回記念鯉貴与の会パネル写真展 11月８日～13日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、西川☎86－7730
音羽文化フェスタ 11月13日９：00～ 音羽文化ホール 無料、音羽文化フェスタの会（嶋）☎88－4336
中部歌連2000年会 カラオケ発表会 11月13日９：00～ 一宮生涯学習会館 無料、豊川文化協会歌謡部（今川）☎93－2356

リズムピープル パート14 11月13日14：00～ 文化会館中ホール 1,800円（当日券は200円増し）、豊川文化協会洋舞踊部
（和田）☎0532－56－2624

催　し　物 日　　時 会場・問合せ先 入場料・前売券
せせらぎたいむ 

「笑いと健康のお話と落語」 11月19日19：00～ 音羽文化ホール 
（ウィンディアホール）

500円（お菓子、飲み物付き）、10月22日（土）から音
羽文化ホールで前売券を発売

　宮城照巳は昭和３（1928）年豊橋市に生まれま
した。御津、一宮、音羽中学校で美術教師として
教え、幾度も生徒を絵画コンクールに入賞させて
きました。80 歳を超えた現在も、精力的に後進の
指導にあたっています。
　彼は、洋画家・福山すすむに師事し、形象派美

術協会展に所属、数々の
受賞を重ねています。 コンポジシオン／1956年

❖宮
みや

城
ぎ

照
てる

巳
み

〈Vol.16〉

1928年～

　この作品は、昭和 31（1956）年に中部日本美術
展で最高賞を受賞した抽象画で、平面的な表現が
評価されました。現在は、透明水彩でコントラス
トの効いた伸びやかな抽象的風景を描いています。



◦保健センター☎89-0610　◦健康福祉センター☎92-1388　◦音羽福祉保健センター☎88-7723
◦御津福祉保健センター☎77-1500　◦休日夜間急病診療所☎89-0616　◦消防署☎89-0119

◦豊川歯科医療センター☎84-7757　◦救急医療情報センター☎（0532）63-1133

◦保健センター ☎89-0610　　電話番号はよく確かめて
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  期日・会場　下表のとおり ▼対
象　学校や職場などで受診機
会のない 15 歳～ 39 歳の方 ▽豊
川市国民健康保険の被保険者で、
受診券をお持ちの方 ▽後期高齢
者医療保険の被保険者で、受診
券をお持ちの方 ▽結核・肺がん
健診だけの場合は 15 歳以上の
方 ▼内容　身体計測、血圧測定、

住民健康診査のお知らせ（３回目）

尿検査、血液検査、診察、結核・
肺がん検診（医師の判断で必要
な方は喀

か く た ん

痰検査） ▼負担金　無
料（喀痰検査は 700 円） ▼申し
込み　当日、受付時間内に直接、
会場へ ▼注意事項　健診の前日
は、アルコールの摂取や激しい
運動は控え、直前は水以外の飲
食物を摂取しないでください

期　日 受付９：30～11：00 受付13：30～15：00 期　日 受付13：30～15：00
会　場 会　場 会　場

10
月

13日（木） 長沢市民館 千両市民館 10
月

30日（日） 保健センター

14日（金） 三蔵子市民館
平尾市民館 中条市民館 31日（月） 国府東市民館

11
月

 １日（火） 御津福祉保健センター

17日（月） 健康福祉センター
当古公会堂

麻生田市民館
御油東山集会所

 ２日（水） 武道館
 ３日（木） 保健センター

18日（火） 小坂井生涯学習会館 小坂井生涯学習会館  ４日（金） 御津福祉保健センター
19日（水） 江島ふれあいセンター 保健センター  ５日（土） 農業者トレーニングセンター
20日（木） 豊川公民館 豊川公民館  ７日（月） 御津福祉保健センター
21日（金） 小坂井生涯学習会館 小坂井生涯学習会館  ８日（火） 御油公民館
24日（月） 赤坂台市民館 桜町市民館  ９日（水） 小坂井生涯学習会館
25日（火） 農業者トレーニングセンター 八南公民館 10日（木） 御津福祉保健センター
26日（水） ー 下長山市民館 11日（金） 桜ヶ丘ミュージアム
27日（木） ー 牛久保公民館 12日（土） 保健センター
28日（金） ー 萩市民館 14日（月） 三蔵子公会堂
29日（土） ー 桜ヶ丘ミュージアム 15日（火） 音羽福祉保健センター

※10月26日（水）・11月４日（金）は18：00～19：30で、保健センターでも実施。

　良い睡眠を学びませんか。
日時　11 月５日（土）10：30
～ 12：00 ▼ 会場　勤労福祉会
館 ▼講師・テーマ　滋賀医科大
学睡眠学講座教授・宮崎総一郎
医師による「万病をふせぐ眠り
方」と題した講演 ▼申し込み　
電話で、保健センターへ

睡眠とこころの講演会

日時　10 月 17 日（月）＝ 13：
30 ～ 15：40 ▽ 11 月２日（水）
＝９：30 ～ 11：40（１人１時
間程度） ▼会場　保健センター

▼内容　保健師による心の相談

▼対象　心の病をなんとかした
い方とその家族 ▼申し込み　電
話で、心の電話相談専用電話（95
－ 0783）へ

心の健康相談「ポラリス」

対象　65 歳以上の方と、60 歳から 65 歳未満で心臓・腎臓・呼吸器などの機能に身体障害者手帳１級
程度の障害のある方のうち希望する方 ▼実施期間　10 月 15 日から 1 月 31 日まで（医療機関により予
約期間開始時期が異なることがあります） ▼負担金　1,000 円（生活保護世帯、または市民税非課税世
帯は無料） ▼接種回数　1 回（2 回目以降は実費） ▼その他　接種には医療機関への予約が必要です。
まずは、かかりつけ医療機関へご相談ください。また、市民税非課税世帯に該当し、減免を希望する
方は、事前に、保健センターまたは資産税課（北庁舎１階）、一宮総合支所、音羽・御津・小坂井支所
で確認書（要免許証など）をもらい、接種日に医療機関へお持ちください（還付はありません）

高齢者の方（希望者）の季節性インフルエンザ予防接種

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
あかさかクリニック 88-1666 大石医院 88-2235 共立荻野病院 86-2161 鈴木耳鼻咽喉科 87-4133 日吉整形外科クリニック 82-2110
安形医院 93-4811 大島内科クリニック 85-0849 クリニックすみた 78-2255 総合青山病院 73-3777 福田内科 86-6116
あけぼの町耳鼻咽喉科 83-3341 大竹内科 86-2121 国府病院 88-2611 高橋医院 86-2507 星野医院 86-2040
アマノクリニック 89-5500 おおにしこどもクリニック 85-1611 こざわ小児科 85-3777 たけだクリニック 83-3730 星野内科・消化器科クリニック 82-3262
池田内科循環器科 80-5566 大野泌尿器科 86-9651 こじま内科クリニック 87-0088 たけもとクリニック 77-1100 堀内クリニック 88-5785
いそ病院 85-6511 大橋医院 86-2354 後藤病院 86-8166 タチバナ病院 85-3535 マキノレディスクリニック 85-8288
いたづ内科クリニック 80-3355 大原医院 86-8785 ごゆクリニック 82-4150 田中内科医院 89-4600 御津クリニック 76-4320
一宮クリニック 93-1477 岡田クリニック 85-3251 ささき小児科 86-9516 とみた内科 80-2525 御津南医院 75-3107
伊藤医院 86-2637 おぎの耳鼻咽喉科 82-1182 ささき整形外科クリニック 83-3377 とりやまクリニック 80-2850 宮地病院 86-7171
いとう内科 87-2610 皆藤クリニック 86-3300 佐々木皮フ科 82-3285 丹羽クリニック 83-5528 弥田内科 76-2407
井上医院 89-9966 可知病院 88-3331 佐藤医院 72-2513 野本医院 86-4037 ユタカ医院 93-6515
今泉アイクリニック 93-6082 かとう内科医院 85-1655 しらゆりクリニック 80-2111 樋口病院 86-8131 ユリクリニック 76-3220
今泉医院 85-5571 神谷クリニック 84-8886 すずきクリニック 89-1007 飛田医院 88-5211
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幼児健診

受付時間　13：00 ～ 13：30 ▼申し込み　当日、会場へ ▼その他　
１歳６カ月児健診ではフッ素塗布があります。２歳児歯科健診で
フッ素塗布の希望者は、640 円（おつりのいらないように）が必要
です

期日・会場 対　　　象 持　ち　物

１歳６カ月児
健診

10月 27 日（木） 22 年 ４月 11日から 20 日
までに生まれた子ども

歯ブラシ

保健センター
11月  ９ 日（水） 22 年 ４月 21日から 30 日

までに生まれた子ども保健センター
11月 17 日（木） 22 年 ５月  １日から 10 日

までに生まれた子ども音羽福祉保健センター

２歳児歯科健診

10月 20 日（木） 21 年 10月 11日から 20 日
までに生まれた子ども

歯ブラシ

保健センター
11月  １ 日（火） 21 年 10月 21日から 31 日

までに生まれた子ども保健センター
11月 10 日（木） 21 年 11月  １日から 10 日

までに生まれた子ども健康福祉センター

３歳児健診

10月 25 日（火） 20 年７月 21日から 31 日
までに生まれた子ども

・目と耳の検査用
紙（自宅で実施し、
受付時に提出）
・採尿容器（自宅
で採尿し、受付時
に提出）

保健センター
11月  ２ 日（水） 20 年 ８月１日から 10 日

までに生まれた子ども保健センター
11月 15 日（火） 20 年 ８月 11日から 20 日

までに生まれた子ども御津福祉保健センター
　 ▼母子健康手帳、赤ちゃんノートの健康診査票、筆記具をお忘れなく。
　 ▼受診日や会場の都合が悪い方は、保健センターへご相談ください。

育児相談

　期　　日　　　会　　場
10月11日（火）	 音羽福祉保健センター
10月19日（水）	 健康福祉センター
10月24日（月）	 保健センター
受付時間　９：30 ～ 10：30 ▼

内容　育児・生活習慣の相談、
体重測定など ▼持ち物　母子健
康手帳、乳児の場合はバスタオ
ル ▼申し込み　当日、会場へ

佐奈川を歩こう会（秋編）

　豊川公園自由広場に集合し、
佐奈川コースの一部４㌔を歩き
ます。
期日　11 月１日（火） ▼ 受付
時間　９：45 ～ 10：00 ▼ 申し
込み　10 月 21 日（金）まで受
け付け。電話で、保健センター
へ ▼ その他　雨天の場合、11
月 10 日（木）に順延

子ども栄養相談

日時　10 月 14 日（金）13：30 ～ ▼会場　保健センター ▼相談員　
小児科医、栄養士 ▼対象　肥満傾向や食事などについて心配のある
入学前の子どもとその保護者 ▼定員　２～３人 ▼申し込み　電話で、
保健センターへ

　認知症について、さまざまな
面から学び合っていきます。
日時　10 月 18 日（火）13：30
～ 15：00 ▼会場　保健センター

▼対象　介護者、認知症高齢者
に関心がある方 ▼申し込み　当
日、会場へ

認知症を学ぶ会「わかば会」

期日・会場　10 月 26 日（水）
＝武道館 ▽ 11 月 16 日（水）＝
総合体育館 ▼受付時間　13：20
～ 13：30 ▼ 内容　日常生活に
必要な体力の測定 ▼対象　市内
に在住のおおむね 65 歳以上の
方 ▼ 定員　各回 30 人 ▼ 申し込
み　先着順に受け付け。電話で、
介護高齢課（89 － 2173）へ

つかもう元気会「体力テスト」
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　伊奈町に今も城跡が残る伊奈城は、15 世紀の中ごろに本多定忠、本多定助によって築かれ、別名、
上
か み し ま

嶋城ともいわれました。三方を川と沼地に囲まれた城で、守りに強く、また城下まで船で行き来
することができ、運送にも便利であったそうです。享禄２（1529）年に伊奈城主であった本多正忠は、
岡崎城主・松平清康が吉田城を攻めたときに先陣をきって戦い、城を攻め落としました。そして伊
奈城に凱旋した後、うたげが開かれました。
　今日では、このうたげにちなみ旧暦の９月 13
日である十三夜に「伊奈本多氏を偲

し の

ぶ月見の宴」
が開催されています。この催しは、伊奈史跡保存
会や地域の皆さんの協力により企画されており、
かがり火のもと、横笛の音色や太鼓の響きが観客
を当時の情景へといざないます。また、祭壇の左
右に飾られたススキは、段差など１本１本丁寧に
工夫をして飾られています。
　今年は、10 月９日（日）午後５時から開催さ
れます。風情あふれるうたげを、ぜひ、この機会
にご覧ください。

伊奈城趾公園での「伊奈本多氏を偲ぶ月見の宴」


